
営巣地監視システム導入の利点

親鳥に、調査員の姿を悟ら
れることなく観察が可能です。

調査員が望遠鏡を用いて行う目視観察の場合、たとえ遠方
からでも、毎日巣を望遠鏡で覗いていると、親鳥が警戒してし
まうことがありますが、本システムでは観察が繁殖に及ぼす影
響を抑えることが可能です。

４．観察が繁殖に及ぼす影響を抑えることが可能

「ある時気づいたら繁殖を
放棄していた」といった事態に
も効果を発揮することがあり
ます。

録画データの確認により、繁殖失敗の原因を特定できるこ
ともあります。(例：カラスやヘビなどに捕食された、卵を抱いて
いたがふ化しなかった、雛が落下したあるいは親鳥が抱卵や給
餌を放棄したなど)

３．監視結果をハードディスクレコーダー等に記録することが可能

繁殖活動中に近隣で工事を
実施する場合に、効果的に活
用できます。

繁殖状況の異常の有無を、離れた箇所から常に確認しなが
ら工事を進めることができます。
(騒音計の併置により)営巣地への工事騒音の到達状況と、
騒音への反応の有無を確認できます。

２．営巣地での行動を詳細に観察することが可能

１．システム設置後、夜明けから日没までの連続観察を容易に継続
繁殖段階(造巣開始日、産卵

日、ふ化日、巣立ち日)を正確
に、かつリアルタイムで特定
できます。

繁殖への配慮として近隣の工事工程を調整している場合、
繁殖状況の変化(繁殖失敗・巣立ちの確認など)に基づいて、機
敏な対応が可能です。

繁殖状況の詳細な把握が求められている場合に、調査員が望遠鏡を用いて行う目視観察と比較して、次のような
メリットがあります。

猛禽類などの営巣地は、事業との関わりを検討するうえで最も重要な箇所のひとつです。一方、繁殖
活動への影響を避けるため、営巣地へは繁殖期間中は近づくことができません。そこで、保護あるいは
監視が必要な営巣地を、CCDカメラで遠隔地から監視することで、対象とするつがいの繁殖状況を迅
速かつ詳細にモニタリングするシステムを開発しました。

猛禽類等の繁殖状況を、遠隔地から無人撮影機で迅速かつ詳細に
モニタリングするシステムを開発しました。

環境 自然環境の保全・再生・創造

CCDカメラによる

営巣地監視システム



お問い合わせ先 国土環境研究所  生態保全部門  自然環境保全部
大阪支社  生態・保全部

人と地球の未来のために

https://ideacon.jp/

TEL：045-593-7615
TEL：06-4703-2862
E-mail： idea-quay@ideacon.jp

会社Webサイト

（ e1-07  2021.01 ）

業務実績

営巣地監視システムの内容

調査の手順

○これまで10事業程度に対して、本システムによる猛禽類の繁殖状況調査を実施しています。

システムの検討から設置までに必要な期間は数ヶ月程度です。
ただし、営巣地へのCCDカメラの設置は限られた期間（非繁殖期）にしか実施できない点に留意する必要があります。

●既往調査結果より把握　●定点観察調査または営巣地踏査の実施

●地形･商用電源等の状況の把握　●伝送･閲覧記録方式の決定　●設置位置･ルートの決定

●使用機器の選定等

●機械の組み立て･設置

営巣地の把握

システムの検討

システムの設計

システムの設置

モニタリング開始

稼働試験・稼働マニュアルの作成

閲覧映像イメージ
〔巣内育雛期〕

●モニターによる常時監視
●ハードディスクレコーダ

等による記録

撮影部の近傍で記録のみ行う

システムも構築可能！

⇒メモリーカード、バッテリー

等を定期的に交換
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●商用電源を引き込む
●バッテリーを適宜交換しながら使用する
●風力発電、ソーラーパネルを利用する　等

電　　源

①営巣木に直接設置

②営巣木に隣接する樹木に設置

③地上に設置　等

撮影部（CCDカメラ）

CCDカメラ

①宮巣木に直接　 ②隣接する樹木に　 ③地上に設置

●閲覧・記録部までケーブル敷設
●無線電送
●電話線利用　等
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